
－－－ 困 り ご と －－－ 

・夜間や休日の操業時は、担当者が2時間毎の巡回監視を実施。 

・巡回直後に 重大故障が発生し、発見が遅れた分、製品と装置に大きな 

 被害が、復旧には多額な費用と期間が必要でした。 

警報発生時にﾌﾞｻﾞｰが鳴り、 
表示灯が点灯 

Ｂｅｆｏｒｅ 

Ⅱ．制御系 

警報通報システム  

⇒  製品保護には警報発生時に、担当者の  
  判断による処置が必要でした。  

Ａｆｔｅｒ 

－－－ 解 決 －－－ 

・重大警報が発報されると、全担当者の携帯電話へ通話とメールにて通報。  

・責任者へも通報され、巡回頻度も減り、担当者の負担が減りました。 

・携帯通話を利用して、確実で低コストな導入が出来ました。  

★社外の担当者へ警報発生を通報できれば ....  

  対策：全担当者の携帯電話へ通報  

警報内容を通話とメールにて 
全ての担当者へ伝えます。 


